
ノ
÷
、
人
造
絹
赫
ミ
天
然
絹
練
の
識
別
 
 

物
 顔

徴
餅
に
よ
る
識
別
 
光
浬
に
よ
る
識
別
 
 

手
燭
り
、
呪
囁
に
よ
る
識
別
 
張
力
ミ
耐
水
性
、
耐
敵
性
に
i
る
識
別
 
 

チ
ッ
毒
ス
γ
ス
ゴ
ー
プ
に
エ
る
識
別
 
偏
光
に
よ
る
識
別
 
 

紫
外
光
放
に
£
ろ
識
別
 
 

他
聾
的
識
別
法
 
 

燃
焼
試
験
l
ニ
よ
る
識
別
 
試
薬
に
よ
ろ
識
別
 
 
 

二
、
人
造
絹
練
相
互
の
識
別
 
 

物
理
的
識
別
法
 
 

顕
微
鏡
に
上
ろ
識
別
 
十
字
ご
っ
か
l
こ
よ
ろ
識
別
 
 

人
造
絹
鰊
の
耽
識
法
に
就
い
て
 
 

商
工
経
済
研
究
 
弟
六
奄
撃
一
戟
 
（
購
月
脚
入
監
）
 
 

人
造
絹
廠
の
鑑
識
法
に
就
い
て
 
 

日
 
 

阿
 
 
部
 
 
 久
 
 
次
 
 

（
一
一
三
）
 
一
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叫
 
人
造
端
緒
と
天
然
絹
給
の
識
別
 
 
 

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
拳
の
カ
ー
ラ
ー
博
士
の
研
究
に
な
る
繊
維
素
忙
合
窒
素
物
を
結
合
せ
し
め
て
得
ら
れ
る
人
絹
や
、
絹
轟
の
屑
物
 
 

又
は
絹
檻
程
を
原
料
と
し
て
製
造
さ
れ
る
所
謂
再
生
絹
耕
が
市
場
に
現
れ
る
時
代
は
い
ざ
知
ら
ず
、
少
く
も
今
日
に
於
て
商
品
市
蓼
 
 

に
潤
少
し
て
ゐ
る
人
造
絹
麻
は
そ
の
性
状
が
1
色
澤
、
手
鳴
り
は
勿
論
強
力
仲
慶
及
耐
水
性
に
関
し
て
ー
如
何
程
天
然
絹
顆
の
 
 

整
数
を
脅
す
と
も
、
成
分
の
鮎
か
ら
見
れ
ぼ
雨
着
問
の
根
本
的
差
異
を
認
め
ざ
る
を
待
な
い
。
即
ち
人
迫
絹
淋
は
絨
肺
葉
又
は
そ
の
 
 

■
●
 
 

誘
導
牒
よ
り
構
成
さ
れ
て
壷
の
植
物
性
繊
維
で
あ
り
、
天
然
絹
締
は
蛍
白
質
と
考
へ
ら
れ
る
フ
ィ
ブ
…
ン
を
尭
閻
と
す
ろ
曾
窒
 
 

素
化
合
物
よ
り
な
る
動
物
性
繊
維
で
あ
る
。
 
 
 

よ
つ
て
こ
の
組
成
上
の
差
異
を
利
用
す
る
化
箪
的
試
験
に
訴
へ
れ
ば
柄
繊
維
の
識
別
は
極
め
て
容
易
化
且
つ
正
確
に
慣
的
を
達
し
 
 

う
る
。
然
し
外
観
上
の
性
状
に
よ
る
物
珊
的
試
験
に
よ
つ
て
は
今
月
の
七
こ
ろ
、
人
迫
絹
麻
製
造
の
著
し
い
改
良
と
、
そ
の
麒
用
技
 
 

術
の
過
少
に
よ
り
正
確
な
識
別
は
極
め
て
国
難
で
あ
る
。
 
 

由
今
こ
れ
等
の
紙
維
の
識
別
に
関
す
る
報
骨
可
な
り
に
多
く
、
叉
信
頗
す
る
に
足
る
方
法
少
し
と
し
な
い
。
筆
者
は
こ
1
に
比
較
 
 

的
信
接
す
る
に
足
る
物
州
的
試
験
及
化
畢
的
試
験
に
就
い
て
そ
の
大
要
を
の
べ
て
見
や
う
っ
 
 
 

弟
大
谷
 
欝
こ
肪
 
 
 

紫
外
線
に
よ
る
識
別
 
 

化
拳
的
識
別
津
 
 
 

燃
焼
試
験
に
よ
ろ
識
別
 
試
鞋
に
ょ
る
識
別
 
 

（
…
刷
四
〉
 
 
二
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僅
々
瞼
鏡
さ
れ
る
。
セ
サ
シ
ン
も
繭
棉
や
扱
内
盾
よ
り
得
た
る
も
の
に
は
梯
に
走
る
怨
や
嚢
の
あ
る
も
の
、
亀
裂
を
生
じ
て
ゐ
る
も
 
 

物
神
的
識
別
法
 
 

霧
緻
鏡
寵
よ
る
識
別
 
 

人
造
絹
線
の
鑑
識
法
に
就
、
い
て
 
 

曲
よ
り
緑
轡
1
繭
締
1
の
叫
か
た
ま
り
を
篭
り
と
り
「
之
を
少
恩
の
水
で
封
入
し
常
法
に
礎
 
 

皿【  A   B  〔ニ  D
 
 

第  二  囲  

1繭の点内部の節線  

M 蔚暦ま り¢薗練  

尺 最外層（繭葬）より¢繭練  

第 一一 国  

繭錬の槍鏡  

／ フィブロイン（練習）  

iセりシ ン（鶴膠）  

っ
て
槍
鎖
す
れ
ば
、
細
長
い
棒
状
を
呈
す
る
二
本
の
蘇
條
（
フ
ィ
ブ
 
 

。
イ
ン
と
も
蘇
質
と
も
呼
ぼ
れ
る
）
が
膠
状
の
麻
膠
（
又
は
セ
リ
シ
 
 

ン
と
も
云
ふ
）
と
稲
す
る
皮
膜
に
包
含
さ
れ
て
ゐ
る
を
親
祭
さ
れ
る
 
 

（
第
劃
閲
）
。
 
 

フ
ィ
ブ
ロ
イ
ン
、
セ
リ
シ
ン
の
形
態
は
繭
の
部
分
に
よ
つ
て
秤
々
 
 

異
を
つ
て
ゐ
る
。
繭
瞥
 
－
 
繭
の
中
央
部
即
ち
生
新
と
な
る
部
分
 
 

芦
よ
り
え
た
る
細
穆
は
大
概
二
本
の
フ
ィ
ブ
ロ
イ
ン
が
平
行
し
、
 
 

未
南
平
滑
な
セ
リ
シ
ン
で
被
覆
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
（
C
）
よ
り
構
成
さ
 
 

れ
て
居
る
が
、
繭
舘
1
繭
衣
と
も
云
び
繭
の
慮
外
謄
に
あ
る
紬
状
 
 

の
も
の
∫
や
最
内
暦
よ
り
得
た
る
淋
終
に
は
フ
ィ
ブ
ロ
イ
ン
が
相
 
 

互
に
相
離
れ
て
セ
リ
シ
ン
が
そ
の
塞
隙
を
み
た
し
て
ゐ
る
も
の
（
B
）
、
 
 

二
本
の
フ
ィ
ブ
ロ
イ
ン
が
相
交
叉
L
て
凝
れ
て
ゐ
る
も
の
（
D
）
等
が
 
 

（
一
．
一
事
）
 
主
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（
一
】
六
）
 
 
四
 
 
 

第
大
谷
 
 
箔
こ
 
弧
 
 

の
時
に
破
片
と
な
り
て
フ
ィ
ブ
ロ
イ
ン
に
附
若
し
て
ゐ
る
も
の
等
の
親
祭
は
珍
し
く
な
い
。
元
来
フ
ィ
ブ
ロ
イ
ン
は
強
拠
な
瞳
性
に
 
 

富
む
織
緋
な
る
に
反
し
、
セ
リ
シ
／
は
濾
潤
の
場
合
は
粘
着
力
あ
る
も
乾
燥
す
れ
ば
脆
弱
と
な
る
が
故
に
、
フ
ィ
ブ
ロ
イ
ン
の
伸
長
 
 

又
は
放
舘
と
共
に
か
1
る
粗
製
や
鰯
等
が
生
成
し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
 
 
 

繭
締
を
と
り
そ
の
横
断
面
を
親
祭
す
れ
ば
フ
ィ
ブ
ロ
イ
ン
、
セ
リ
シ
ン
の
形
状
を
心
隊
明
瞭
に
す
る
寄
が
出
来
る
。
試
料
を
繭
愴
 
 

よ
り
と
る
か
、
繭
棉
、
皮
内
盾
よ
り
探
る
か
に
よ
り
そ
の
形
状
は
多
少
異
な
る
も
（
第
二
固
）
概
し
て
や
ゝ
凰
形
に
近
く
、
内
陸
の
布
 
 

衣
し
な
い
充
嘗
せ
る
二
本
の
フ
ィ
ブ
ロ
イ
ン
が
共
通
の
セ
リ
シ
ン
の
薄
暦
忙
被
櫻
さ
れ
て
ゐ
る
を
見
る
。
 
 
 

以
上
の
べ
た
の
は
繭
よ
り
得
た
る
細
緻
転
つ
い
て
の
換
鏡
で
あ
る
が
生
登
練
絹
等
に
於
て
は
々
の
形
状
が
少
か
ら
ず
こ
れ
と
そ
 
 

の
趣
を
異
に
し
て
ゐ
る
。
即
ち
生
諦
に
あ
り
て
は
教
條
の
フ
ィ
ブ
ロ
イ
ン
が
相
互
に
相
撚
合
し
て
セ
リ
シ
・
ン
の
破
片
が
不
規
則
鱒
之
 
 

に
附
芳
し
、
練
絹
に
あ
り
て
は
光
輝
あ
る
フ
ィ
ブ
ロ
イ
ン
繊
維
の
み
で
何
等
セ
リ
シ
ン
の
破
片
も
認
め
姓
い
。
こ
れ
生
森
に
於
て
は
 
 

賓
繭
－
繭
を
熱
水
又
は
水
蒸
気
丹
慶
理
し
て
繭
屁
中
の
セ
リ
シ
ン
の
∵
部
を
浴
し
、
以
て
麻
績
の
解
貯
炭
よ
く
す
る
と
共
に
繰
り
 
 

と
つ
た
教
本
の
線
舷
の
抱
合
を
よ
く
す
る
馬
に
行
ふ
エ
程
－
～
に
よ
り
、
練
絹
は
製
錬
工
程
1
巷
麻
む
マ
ル
セ
ー
ル
石
鹸
の
熱
液
 
 

中
に
浸
治
し
セ
リ
シ
ン
の
全
部
を
溶
し
去
り
、
絹
戯
本
葬
の
色
渾
、
解
感
を
附
興
す
る
作
業
 
－
 
に
於
て
セ
リ
シ
ン
の
仰
部
又
は
全
 
 

部
を
溶
融
し
去
る
に
闘
因
す
る
。
 
 
 

か
く
純
淋
－
－
フ
ィ
ブ
ロ
イ
ン
ー
ー
ー
が
細
長
い
棒
状
を
呈
し
、
そ
の
外
朗
上
棉
繊
維
や
羊
毛
織
離
等
に
見
る
如
き
細
胞
新
種
を
持
 
 

た
な
い
寄
は
人
造
絹
麻
に
も
等
し
く
歓
楽
さ
れ
る
期
で
あ
る
。
然
し
軍
報
維
の
横
断
痘
の
形
状
や
繊
維
表
面
の
状
態
に
関
し
て
は
人
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絹
は
そ
の
製
造
方
法
に
よ
り
、
又
河
芸
法
に
於
て
も
、
そ
の
製
払
條
件
に
よ
つ
て
は
眞
に
千
差
萬
別
で
絹
粛
の
そ
れ
と
異
に
す
る
 
 

翫
少
′
、
な
い
。
（
本
誌
第
五
巻
第
空
車
三
賞
1
二
八
筒
、
併
聯
人
絹
の
槍
藷
こ
参
照
）
 
 

今
日
市
場
に
布
衣
し
て
ゐ
る
人
造
絹
森
は
ゲ
イ
ス
コ
ー
ズ
法
に
よ
る
も
の
最
も
多
く
他
郡
製
追
法
1
－
酸
化
銅
ア
ム
モ
言
法
、
 
 

酷
酸
繊
維
素
法
兼
硝
化
法
†
－
↓
に
よ
る
も
の
は
極
め
て
少
い
。
ヴ
イ
ス
コ
ー
ズ
法
人
絹
も
紡
薪
液
（
ゲ
イ
ス
コ
ー
ズ
）
の
熟
成
程
度
、
 
 

凝
固
浴
の
柾
額
及
紡
細
法
の
低
件
等
に
よ
り
横
断
面
の
形
状
、
繊
唯
我
面
の
状
態
等
に
著
し
い
羞
ハ
を
生
す
る
。
即
ち
坊
軌
暫
は
閲
 
 

形
の
も
の
あ
り
、
尋
状
、
和
風
形
の
も
の
あ
り
、
滞
叉
偏
平
な
る
腎
臓
形
乃
雫
ハ
ン
ド
形
を
呈
す
る
も
の
等
あ
り
、
眞
に
多
糀
多
様
 
 

で
あ
る
。
 
 

然
し
本
法
に
よ
る
人
絹
の
横
断
面
に
は
多
少
の
差
異
は
あ
つ
て
も
、
大
ぽ
そ
の
周
蓮
に
細
い
銀
歯
状
の
凸
凹
が
存
在
し
て
、
繊
維
 
 

素
偏
に
は
繊
維
の
長
さ
に
澹
ふ
て
多
く
の
條
線
の
敏
感
さ
れ
る
事
は
、
本
法
人
絹
が
絹
顆
よ
り
識
別
さ
れ
る
嬰
鮎
で
あ
る
。
 
 

酷
酸
繊
維
素
法
、
硝
化
法
に
よ
る
人
絹
も
横
断
軒
の
形
状
不
規
則
き
曲
玉
状
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
状
等
－
で
繊
維
衷
所
に
條
放
の
 
 

検
鏡
せ
ら
る
ゝ
も
の
は
絹
森
か
ら
或
る
程
度
ま
で
鑑
識
す
る
眉
が
出
水
る
。
然
し
細
事
繊
維
（
マ
ル
チ
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
）
の
賞
翫
さ
れ
 
 

る
傾
向
と
共
に
近
釆
著
し
く
市
場
に
進
出
し
つ
1
あ
る
酸
化
銅
ア
ム
せ
エ
ア
法
忙
よ
る
ア
ド
ラ
ー
絹
蔓
ベ
ン
ベ
ル
グ
赦
に
放
て
伸
 
 

長
紡
新
法
忙
よ
り
紡
形
さ
れ
た
細
字
人
絹
－
の
如
き
は
、
瞼
鏡
に
よ
る
外
観
、
横
断
面
の
形
状
共
に
フ
ィ
ブ
ロ
イ
ン
の
そ
れ
と
異
 
 

な
る
朗
な
く
、
扮
鏡
の
み
に
よ
つ
て
は
開
音
の
識
別
は
塵
め
て
難
寄
で
あ
る
。
 
 
 

か
く
の
如
く
通
常
顔
級
鏡
に
よ
る
人
絹
と
天
絹
と
の
識
別
は
あ
る
程
度
は
可
能
で
あ
る
が
、
確
詮
を
得
る
為
に
は
更
に
限
外
耕
碩
 
 

人
造
網
梯
の
檻
識
法
に
就
い
て
 
 

（
】
 
】
七
）
 
 
五
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鋪
の
力
を
か
り
ね
ば
な
ら
ぬ
？
 
 

即
ち
人
絹
は
そ
の
．
製
法
の
如
何
に
紺
せ
す
、
限
外
額
繰
鏡
下
に
於
て
は
粒
状
又
は
網
状
の
組
織
を
示
し
、
天
然
絹
鯨
（
フ
ィ
ブ
ロ
 
 

イ
ン
）
は
そ
の
長
さ
の
方
行
に
平
行
に
光
る
線
状
の
組
船
－
ト
丁
度
通
常
績
微
鏡
に
よ
り
野
葺
瑞
を
桧
鏡
せ
る
場
合
の
如
く
に
L
 
 

を
あ
ら
は
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
両
者
の
構
成
粒
子
の
配
列
に
韓
国
す
る
こ
と
で
、
人
絹
は
こ
れ
を
構
成
し
て
ゐ
る
碩
結
晶
牒
の
配
列
 
 

が
不
規
則
で
均
弊
を
放
い
て
ゐ
る
に
反
し
、
天
然
絹
淋
は
棟
純
な
小
繊
維
－
 
ワ
イ
マ
ル
ン
氏
に
よ
れ
ば
大
さ
二
守
、
、
リ
ミ
ク
。
ン
 

よ
り
小
さ
い
と
い
ふ
1
1
の
均
舛
な
集
合
配
列
よ
り
な
る
に
基
く
と
考
へ
ら
れ
る
。
 
 
 

近
来
人
造
鋸
轟
の
細
織
を
線
状
な
ら
し
め
ん
と
す
を
研
穿
が
種
々
行
は
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
紡
鮨
浴
よ
り
凝
固
し
来
る
練
に
電
流
 
 

を
通
じ
て
そ
の
目
的
を
達
せ
ん
と
す
る
も
の
、
又
は
轟
條
を
チ
オ
青
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
溶
液
に
痩
漬
し
て
膨
脆
せ
し
め
、
之
に
張
力
を
 
 

加
へ
て
乾
燥
す
る
方
法
等
あ
る
も
、
エ
柴
的
に
成
功
す
る
域
に
達
L
て
ゐ
る
も
の
は
未
だ
聞
か
な
い
。
故
に
限
外
紆
緻
鋲
下
に
於
け
 
 

る
所
柄
蛾
緋
の
組
綬
の
差
異
は
決
衰
的
の
確
謹
と
見
て
宜
し
い
。
 
 
 

党
淳
に
よ
る
▲
識
別
 
 
撃
猥
に
し
て
絢
爛
た
る
光
線
は
人
絹
り
特
性
で
あ
り
、
浬
雅
に
し
て
底
力
の
あ
る
光
渾
は
絹
称
の
生
 
 

命
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
近
来
細
事
繊
維
1
ア
ド
ラ
ー
絹
、
ダ
イ
ヤ
フ
ィ
ル
等
の
所
謂
マ
ル
チ
フ
ィ
ラ
メ
ン
■
ト
・
2
1
L
の
製
迫
の
成
 
 

功
、
並
に
艶
ぬ
し
方
法
の
進
歩
、
改
良
と
共
に
人
絹
の
こ
の
上
光
り
す
る
金
属
光
渾
が
著
し
く
穏
に
さ
れ
て
ゐ
る
。
 
 
 

蒐
架
線
維
の
光
浮
は
繊
維
衣
弼
の
状
態
、
繊
維
の
鶴
絞
及
透
明
度
、
並
に
繊
維
の
大
さ
些
関
係
す
る
こ
と
大
で
あ
る
。
繊
維
表
面
 
 

の
不
規
則
な
る
程
先
の
乱
反
射
を
多
く
し
て
表
面
平
滑
な
る
も
の
に
比
し
北
澤
は
温
雅
と
な
け
、
叉
繊
維
の
透
明
な
る
程
反
射
光
線
 
 
 

第
六
奄
．
第
二
紙
 
 

二
一
入
）
 
 
六
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は
少
く
不
透
明
の
も
の
よ
り
棺
に
し
て
杓
子
梯
の
発
揮
と
な
り
、
更
に
繊
維
の
細
い
も
の
は
反
射
光
線
の
最
少
く
し
て
光
渾
混
和
と
 
 

な
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

殊
に
織
物
そ
の
他
の
加
工
製
品
に
於
て
は
開
城
経
と
も
秤
々
の
エ
程
に
よ
り
、
そ
の
光
輝
の
欒
化
も
少
く
な
く
、
結
局
光
澤
に
よ
 
 

る
雨
着
の
正
確
な
識
別
は
頗
る
困
難
で
あ
る
。
 
 
 

亭
鰯
り
、
叉
捻
岨
囁
に
よ
る
識
別
 
 
絹
綜
は
柔
軟
に
L
て
反
撥
力
の
あ
る
劇
揮
い
ふ
べ
か
ら
ざ
る
快
感
を
興
へ
る
が
人
 
 

約
は
多
少
硬
直
で
粘
軟
浪
潤
の
解
感
を
輿
へ
る
。
 
 
 

絹
顆
は
凝
ま
し
い
絹
鳴
れ
ソ
l
・
・
・
絹
を
瞭
擦
す
る
時
生
す
る
二
樫
の
音
響
1
を
も
つ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
顆
の
後
塵
珊
に
よ
り
豪
 
 

生
し
う
る
も
の
で
人
絹
で
も
モ
ノ
ポ
ー
ル
石
鹸
又
は
マ
ル
セ
ル
石
軸
の
稀
渇
溶
液
の
秩
温
湯
に
短
時
間
授
漬
し
、
水
洗
せ
す
に
腹
水
 
 

し
、
ラ
ク
チ
ッ
ク
酸
又
は
酷
酸
の
稀
蒋
液
些
通
過
し
、
水
洗
せ
す
に
絞
り
て
後
乾
燥
す
れ
ば
天
然
絹
薪
と
殆
ん
ど
同
様
の
絹
喝
を
生
 
 

ぜ
し
む
る
事
が
田
衆
る
。
 
 
 

ヘ
ル
ツ
オ
ー
・
グ
氏
は
人
絹
及
天
然
綿
新
の
嘱
囁
に
よ
る
興
味
あ
る
識
別
法
を
の
べ
て
ゐ
る
。
即
ち
試
料
の
二
尻
を
と
り
、
′
よ
く
唾
 
 

液
と
混
じ
て
岨
嘱
す
れ
ば
絹
轟
は
叫
秤
の
反
撥
力
あ
り
長
時
間
の
後
に
は
鰍
毯
状
に
阿
る
に
反
し
、
人
絹
は
短
時
間
に
し
て
柔
軟
に
 
 

し
て
短
い
撒
維
片
の
現
に
な
る
と
い
ふ
。
こ
の
方
法
は
人
絹
の
耐
水
性
に
弱
く
、
著
し
く
張
仲
度
を
減
少
す
る
に
反
し
、
天
絹
の
耐
 
 

水
性
に
強
い
爾
郡
繊
維
の
性
状
の
差
異
を
利
用
せ
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

張
力
と
耐
水
性
、
訃
報
性
に
よ
る
識
別
 
試
料
繊
維
を
と
り
、
こ
れ
を
口
中
に
入
れ
て
よ
く
濡
し
、
両
手
で
揉
み
砕
け
 
 

人
造
絹
紆
の
粍
識
法
に
就
い
て
 
 

（
一
一
九
）
 
 
セ
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〓
二
〇
）
 
 
八
 
 

第
六
億
 
第
〓
躾
 
 

ば
人
絹
は
容
易
に
破
砕
さ
れ
る
が
天
然
絹
蘇
は
こ
れ
に
比
し
て
極
め
て
弧
轍
で
あ
る
。
こ
れ
は
人
絹
が
張
力
弱
く
、
耐
水
性
に
乏
し
 
 

い
性
状
を
宿
す
る
に
反
し
、
絹
麻
は
張
力
大
に
し
て
耐
水
性
に
富
む
に
踵
因
す
る
。
（
本
誌
第
五
番
、
第
二
東
、
三
ハ
頁
1
囚
○
頁
参
 
 

照
）
然
し
人
絹
で
も
リ
リ
エ
ン
フ
エ
ル
ド
人
絹
の
如
く
張
力
叫
デ
ニ
ー
ル
に
就
き
ニ
T
七
瓦
と
云
ふ
喪
具
的
の
弧
さ
を
示
し
、
天
然
 
 

絹
轟
の
手
元
丁
函
・
週
デ
一
〝
－
ル
を
凌
駕
す
る
も
の
あ
り
、
叉
酪
酸
繊
緋
感
泣
に
よ
る
良
好
人
絹
の
如
く
に
耐
水
性
に
富
む
も
の
あ
 
 

り
、
叉
天
然
絹
締
で
も
増
瀞
せ
る
も
の
1
如
く
、
張
力
、
耐
水
件
共
に
減
少
し
て
ゐ
る
も
の
等
あ
つ
て
強
さ
、
耐
水
性
の
み
で
は
正
 
 

確
な
鑑
別
は
困
難
と
見
ら
れ
る
。
 
 
 

人
絹
の
猫
仲
虔
や
耐
水
性
等
の
物
理
的
の
性
状
に
就
て
應
日
進
月
歩
絶
え
ま
な
い
改
良
が
施
さ
れ
天
然
絹
舶
の
そ
れ
に
著
し
く
接
 
 

近
し
っ
1
あ
る
現
況
に
於
て
、
た
ゞ
弾
性
慶
に
開
L
て
さ
し
た
る
改
良
の
蹟
を
蔑
し
て
な
い
の
は
人
絹
の
太
な
る
紋
鮎
で
あ
る
。
人
 
 

絹
織
物
の
劇
端
を
と
り
之
を
強
く
揺
り
L
め
る
と
き
は
著
し
く
鍛
や
折
目
が
あ
ら
は
れ
、
こ
れ
が
も
と
に
回
復
し
斯
く
絹
織
物
の
場
 
 

合
と
甚
し
く
そ
の
趣
を
異
に
す
る
。
こ
れ
は
人
絹
を
構
成
す
ろ
粒
手
配
列
の
不
規
則
と
共
に
そ
の
組
成
に
関
す
る
根
本
間
確
で
八
人
 
 
 

絹
の
将
来
ト
ー
殊
に
織
物
方
面
へ
の
進
出
－
1
に
就
き
て
の
叫
大
陀
由
と
考
へ
ら
れ
る
。
 
 
 

チ
ッ
卑
見
ル
・
ス
コ
曹
ザ
に
よ
為
識
別
 
テ
ッ
キ
ス
ル
ス
コ
ー
プ
と
稲
す
る
は
箔
験
電
照
の
如
き
装
置
を
な
す
も
の
で
三
 
 

角
フ
ラ
ス
コ
状
の
硝
子
瓶
の
中
に
、
二
鞘
に
二
枚
の
金
箔
を
と
り
つ
け
て
あ
る
金
屠
棒
を
挿
入
し
、
他
端
は
瓶
よ
り
突
出
す
る
様
に
 
 

し
て
あ
る
。
今
エ
ボ
ナ
イ
ト
棒
を
よ
く
乾
燥
せ
る
毛
皮
で
（
又
は
綿
†
棒
を
羽
二
重
で
）
摩
擦
し
て
磯
電
せ
し
め
、
之
を
金
屠
捧
の
叫
 
 

瑚
に
近
づ
け
る
。
然
る
時
は
金
箔
は
左
右
に
開
く
。
次
に
供
託
料
を
こ
の
金
属
棒
に
解
れ
し
む
れ
ば
、
繊
維
が
人
追
捕
麻
（
但
し
配
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恨
絨
緋
素
浪
人
絹
を
除
く
）
の
際
は
金
箔
は
閉
止
す
る
も
、
天
然
絹
麻
の
場
合
は
、
こ
れ
に
反
し
て
金
箔
は
開
い
た
ま
ゝ
で
静
止
す
 
 
 

る
。
但
し
増
蚤
せ
る
絹
淋
の
場
合
は
増
盈
剤
に
よ
り
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 
 
 

本
管
験
は
天
然
絹
赫
及
酷
酸
繊
維
素
法
人
絹
が
他
秤
人
出
絹
麻
に
比
し
電
気
絶
縁
性
の
大
な
る
性
状
に
昂
田
す
る
も
の
で
、
通
常
 
 
 

の
箔
験
電
器
に
よ
り
充
分
目
的
を
達
し
う
る
。
 
 
 

億
先
に
よ
る
識
別
 
普
通
鮪
碩
鏡
（
集
光
舘
の
あ
る
Ⅷ
の
）
に
偏
光
銑
を
装
櫨
し
（
集
光
器
を
戟
物
護
の
下
よ
り
取
か
外
L
、
 
 
 

こ
の
部
に
偏
光
麗
妄
挿
入
せ
ば
宜
し
い
）
、
こ
れ
を
通
過
す
る
光
線
を
偏
光
た
ら
し
め
て
次
の
検
査
を
行
ふ
。
 
 
 

l
、
試
料
を
ア
ニ
リ
ン
に
て
封
入
し
て
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
を
作
り
、
こ
れ
を
偏
光
に
よ
り
検
鏡
す
る
。
然
る
と
き
絹
森
の
場
合
に
於
 
 

二
て
は
そ
合
音
の
方
向
が
偏
光
器
の
偏
光
由
と
直
交
す
る
が
如
き
位
琶
陀
在
る
と
き
、
絹
森
は
祀
野
と
そ
の
明
度
盲
義
ハ
に
し
て
試
料
 
 
 

は
不
明
と
な
る
が
、
偏
光
辞
を
廻
柑
し
偏
光
而
を
廻
す
に
従
ひ
漸
次
試
料
は
あ
き
ら
か
に
な
り
、
繊
維
の
長
さ
の
方
向
が
偏
光
面
と
一
 
 

致
す
る
と
き
最
も
明
瞭
に
検
鏡
さ
れ
る
。
然
し
人
絹
の
場
合
に
於
て
は
試
料
の
位
竃
如
何
を
間
は
で
何
れ
も
明
瞭
に
胡
察
さ
れ
る
。
 
 
 

＼
 
 
 

こ
・
の
現
象
は
絹
華
人
絹
の
屈
折
率
の
差
異
に
開
園
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
絹
薪
は
そ
の
長
軸
が
偏
光
師
に
直
角
の
場
合
の
屈
 
 

折
率
は
血
、
五
九
五
で
、
偏
光
面
に
平
行
の
際
は
「
雪
穴
を
示
し
、
人
絹
は
そ
の
笹
難
に
よ
り
異
な
る
も
大
概
そ
の
長
軸
が
偏
光
 
 
 

衝
と
直
角
の
際
は
∵
五
囲
八
位
で
平
行
の
場
合
は
叫
、
五
叫
訂
T
－
⊥
－
五
二
七
の
屈
折
率
を
も
つ
。
（
本
誌
第
五
巻
第
≡
耽
均
一
頁
 
 
 

－
四
二
買
、
屈
折
率
表
参
照
）
故
に
こ
れ
等
繊
維
を
ア
ニ
リ
ン
に
て
封
入
し
、
険
鏡
せ
ば
絹
森
は
そ
の
長
軸
が
偏
光
器
の
偏
光
面
 
 

と
捉
角
を
な
す
位
置
に
於
て
は
そ
の
屈
折
率
が
ア
ニ
リ
ン
の
そ
れ
（
∵
五
九
）
と
叫
致
す
る
が
故
に
絹
粛
不
明
と
な
り
、
遥
軸
の
方
 
 

人
造
絹
締
の
瞭
識
法
に
就
い
て
 
 

（
一
こ
こ
 
 
九
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（
一
二
l
〇
一
C
 
 

第
六
螢
 
 
第
 
二
耽
 
 

向
が
偏
光
面
と
平
行
の
場
合
最
も
明
瞭
に
現
れ
、
人
絹
は
そ
の
位
置
如
何
に
か
1
は
ら
ず
そ
の
屈
折
率
が
ア
ニ
リ
ン
の
そ
れ
に
比
し
 
 

著
し
く
低
い
薦
常
に
明
瞭
に
桧
鏡
し
得
る
珊
で
あ
る
。
 
 
 

〓
、
試
料
を
コ
ン
ゴ
ー
赤
に
て
染
色
し
て
偏
光
に
よ
り
槍
鏡
す
る
。
然
る
時
人
絹
（
酪
酸
繊
維
素
法
人
絹
を
除
き
）
は
そ
の
長
さ
の
 
 

方
向
が
偏
光
舘
の
偏
光
面
と
如
何
な
る
位
綻
に
あ
る
や
に
よ
り
欒
色
（
即
ち
両
者
平
行
の
際
は
赤
色
を
呈
し
、
直
交
す
る
時
は
淡
紅
 
 

色
乃
至
無
色
を
現
す
）
し
て
所
謂
二
色
性
を
呈
す
る
も
、
天
然
絹
鰊
は
か
ゝ
る
現
象
を
示
さ
な
い
。
．
 
 
 

紫
外
線
に
よ
る
識
別
 
 
紫
外
線
畿
生
装
置
に
よ
つ
て
、
供
試
料
を
紫
外
線
に
か
け
て
桧
寮
す
れ
ば
、
天
然
絹
斬
と
入
超
絹
 
 

轟
と
の
問
に
は
菅
し
い
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
天
然
絹
麻
は
葵
盟
な
る
緑
青
色
の
光
輝
を
敬
し
、
人
追
納
轟
は
無
色
1
次
白
色
 
 

を
n
潔
し
て
殆
ん
ど
蛍
光
を
み
と
め
ら
れ
な
い
。
但
し
撃
曜
繊
維
素
法
人
絹
は
生
新
と
同
様
に
豊
北
を
放
ち
て
両
者
間
の
識
別
は
不
能
 
 

で
あ
る
。
（
後
輩
参
照
）
 
 

紫
外
線
畿
生
数
筐
は
物
質
の
鑑
識
用
と
L
て
利
用
せ
ら
る
ゝ
も
の
で
、
紫
外
線
の
螢
光
作
用
に
基
き
物
質
の
こ
れ
に
封
す
る
断
性
 
 

を
利
用
し
て
そ
の
鑑
識
を
な
す
装
老
で
あ
る
。
こ
れ
は
椒
々
の
型
式
が
あ
る
が
筆
者
の
嘗
験
に
供
し
た
る
は
「
ア
ク
メ
」
卓
上
物
質
躍
 
 
 

識
器
で
あ
る
。
本
法
は
貰
験
に
手
数
か
ゝ
る
こ
と
な
く
簡
単
に
行
ひ
う
る
上
に
、
そ
の
結
果
叉
正
確
な
る
が
故
に
近
来
商
品
鑑
識
正
 
 
 

は
勿
論
法
拷
箪
上
に
於
け
る
物
質
鑑
定
に
ま
で
、
ひ
ろ
く
使
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
 
 

化
拳
的
識
別
法
 
 
 

燃
焼
に
よ
る
識
別
 
 
人
絹
と
絹
瓶
を
汲
も
手
早
く
、
且
比
較
的
正
確
に
鑑
識
し
得
る
方
法
で
あ
る
。
天
然
絹
麻
を
燃
焼
す
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る
時
は
、
じ
り
′
～
繊
維
は
縮
み
、
烙
は
あ
げ
る
こ
と
な
く
猫
特
の
悪
臭
－
1
所
謂
毛
の
や
け
る
兵
－
1
を
放
ち
、
燃
焼
経
れ
ば
次
化
 
 

せ
ザ
黒
婁
せ
る
出
向
ば
つ
・
た
多
抗
質
の
戎
渾
と
な
る
に
反
し
、
人
蘭
は
更
に
燃
え
て
木
棉
を
燃
焼
せ
る
場
合
の
如
き
臭
気
を
放
ち
少
嵐
 
 

の
次
を
残
す
に
過
ぎ
な
い
。
然
し
酷
酸
繊
維
衰
法
に
よ
る
人
絹
は
多
少
こ
れ
と
趣
を
異
に
す
る
。
即
ち
血
橙
の
悪
臭
 
－
 
酸
い
葵
・
 
 
 

を
放
ち
黒
色
の
溶
融
せ
る
竣
捧
を
の
こ
し
恰
も
天
然
絹
鰊
の
場
合
の
如
き
現
象
を
呈
す
る
。
叉
甚
し
′
ト
増
曳
せ
る
天
然
絹
羅
も
そ
の
 
 

燃
焼
試
験
に
於
て
人
絹
と
即
似
の
状
態
を
あ
ら
は
す
謹
も
あ
る
。
 
 
 

厳
に
正
確
な
る
識
別
は
軌
焼
に
よ
り
蛮
生
す
る
瓦
斯
の
訊
段
丘
行
へ
ば
宜
し
い
。
試
験
管
に
試
料
を
入
れ
、
こ
れ
を
熟
L
て
乾
燥
 
 

を
行
ひ
生
成
瓦
斯
を
リ
ト
マ
ス
試
験
紙
に
よ
り
検
案
す
る
。
天
然
絹
麻
の
場
合
は
赤
色
叩
・
ト
マ
ス
試
験
紙
を
音
響
し
て
ア
ル
カ
リ
反
 
 

應
む
呈
L
、
人
絹
は
青
色
リ
ト
マ
ス
試
験
紙
を
赤
欒
し
て
酸
牲
反
應
を
嘉
し
て
雨
着
の
差
異
を
示
す
。
 
 
 

試
薬
に
よ
為
識
別
、
最
も
正
確
に
人
絹
及
天
絹
を
識
別
す
る
に
は
、
丙
者
の
構
成
成
分
に
基
く
訊
薬
試
験
に
よ
ら
ね
ば
な
 
 

ら
な
い
。
即
ち
繊
維
素
（
又
は
そ
の
誘
導
腰
）
と
蛋
白
質
の
性
状
の
差
異
を
利
用
し
て
訊
葵
に
よ
り
墨
色
反
應
又
は
溶
解
試
験
を
行
ひ
 
 

以
て
丙
種
繊
維
の
鐸
別
が
可
能
で
あ
る
。
 
 

’
■
’
ヽ
 
 
 

濃
歴
酸
 
 
約
4
0
％
溶
液
で
試
料
を
魔
球
し
少
し
く
加
減
す
れ
ば
、
天
然
絹
糸
は
直
に
溶
解
L
去
る
も
、
人
絹
は
不
溶
の
ま
1
雄
 
 
 

留
す
る
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

濃
硝
酸
 
 
比
雷
二
∵
二
位
の
濃
度
を
有
す
る
硝
酸
の
冷
液
に
試
料
を
授
漬
す
れ
ぼ
、
天
然
絹
轟
は
賛
色
に
着
色
す
る
も
（
キ
サ
ン
 
 

ト
プ
ロ
テ
イ
ン
反
鯨
）
、
人
絹
は
無
色
の
ま
1
に
残
る
。
 
 

人
造
緯
線
の
鑑
識
法
l
こ
就
い
て
 
 

〓
二
三
）
一
一
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み
で
不
略
で
あ
る
。
 
 

ヽ
ヽ
＿
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
t
＿
 
 
 

酸
化
ニ
ッ
ケ
ル
・
ア
ム
モ
ニ
ア
溶
液
 
こ
の
冷
溶
液
に
よ
り
人
絹
は
膨
脹
す
る
の
み
で
溶
解
せ
ざ
る
も
、
絹
顆
は
直
に
溶
解
し
 
 

淡
褐
色
を
呈
す
。
（
但
し
セ
り
シ
ン
ー
一
癖
藤
1
－
ぬ
不
溶
）
 
 
 

溶
液
の
作
り
方
 
結
晶
性
硫
酸
ニ
ッ
・
ケ
ル
の
二
五
瓦
を
水
五
首
“
に
溶
し
、
こ
れ
に
苛
性
留
達
を
加
へ
て
水
酸
化
ニ
ッ
ケ
ル
 
 

を
沈
澱
せ
し
め
る
。
次
に
沈
澱
を
濾
過
し
て
ア
ル
カ
リ
性
の
太
く
な
る
ま
で
水
洗
し
、
充
分
水
分
を
去
り
た
る
後
一
二
五
∝
の
濃
ア
 
 

ム
モ
ニ
ア
水
（
二
C
〆
）
に
溶
解
す
る
。
 
 

ヽ
ヽ
＿
ヽ
■
ヽ
ヽ
’
 
 
銅
グ
リ
セ
リ
ン
溶
液
 
冷
溶
液
に
よ
り
絹
顆
は
溶
解
し
紫
色
の
溶
液
と
な
る
に
反
し
、
人
絹
は
長
く
こ
れ
と
煮
沸
し
て
も
何
等
 
 

作
用
を
及
ぼ
づ
す
た
ゞ
光
浮
を
失
ふ
に
過
ぎ
な
い
。
 
 
 

訊
輩
蒜
二
C
先
の
硫
酸
銅
を
百
∝
の
水
に
溶
解
し
、
こ
れ
に
五
瓦
の
濃
グ
リ
セ
リ
ン
を
混
じ
、
次
に
苛
性
加
鼻
輪
液
を
滴
加
し
 
 

て
生
成
す
る
沈
澱
の
渾
び
溶
解
し
去
る
に
至
ら
し
む
。
 
 

＿
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
沃
慶
・
塩
化
亜
鉛
溶
液
 
天
然
絹
舘
は
黄
色
－
壬
麗
褐
色
に
な
る
に
反
し
、
人
絹
は
赤
紫
色
2
－
黒
色
敬
呈
す
。
僻
し
酪
酸
蘭
 
 

維
素
法
人
絹
は
天
然
絹
新
の
如
く
に
反
應
す
る
。
 
 
 

弗
 
六
巻
 
 
 

t
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 

ミ
ロ
ン
氏
試
＊
 
 
 

試
薬
の
作
り
方
 
 
 

ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
ヽ
 
 
ヽ
 
＿
 
ヽ
 
濃
苛
性
加
里
溶
液
 
 弟

こ
耽
 
 

（
一
こ
四
）
 
膚
二
 
 

こ
の
溶
液
に
浸
し
て
加
温
す
れ
ば
天
然
絹
練
は
赤
欒
し
人
絹
は
欒
化
な
し
。
 
 
 

金
属
水
銀
を
岡
見
の
濃
硝
酸
に
略
し
こ
れ
を
同
畳
の
水
で
稀
押
し
放
思
し
て
上
澄
液
む
と
る
。
 
 
 

濃
度
約
4
0
〆
の
苛
性
加
里
と
煮
沸
す
れ
ば
、
絹
薪
は
遽
に
浴
解
す
る
に
反
L
、
人
絹
些
単
に
膨
脹
す
る
の
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試
薬
の
作
り
方
 
 
甲
液
 
－
 
二
瓦
の
乾
燥
地
化
将
鉛
を
仙
○
瓦
の
水
鱒
浴
す
。
乙
液
 
－
 
二
・
副
瓦
の
沃
度
加
盟
と
〇
・
〓
旦
 
 
 

の
沃
慶
を
五
瓦
の
水
に
浴
す
。
 
 

使
用
に
懲
り
甲
、
乙
両
液
を
混
じ
生
成
す
る
沈
澱
を
沈
降
せ
L
め
、
そ
の
上
透
液
を
と
り
、
こ
れ
に
少
量
の
沃
慶
を
と
か
す
。
（
曙
 
 

朗
に
貯
祓
す
べ
し
）
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

ナ
フ
t
・
l
・
ル
試
験
 
試
験
管
に
約
〇
・
叫
瓦
の
試
料
を
と
り
、
之
に
約
側
㍑
の
水
と
ア
ル
フ
ァ
・
ナ
フ
ト
ー
ル
溶
液
－
1
ア
ル
フ
 
 

ァ
・
ナ
フ
ト
ー
ル
 
二
C
瓦
を
ア
ル
コ
ー
ル
の
血
0
0
∝
に
溶
解
し
て
作
る
1
の
二
滴
を
加
へ
、
最
後
に
濃
硫
酸
二
㌣
竿
況
ゃ
る
。
 
 

し
か
る
時
は
人
絹
は
溶
解
し
て
液
は
深
紫
包
を
呈
し
、
天
然
絹
細
は
こ
れ
に
反
し
黄
色
－
赤
褐
色
の
溶
液
と
な
る
。
 
 

’
ヽ
ヽ
ヽ
＿
 
 
 

ピ
ク
リ
ン
酸
 
 
ピ
ク
リ
ン
酸
〇
・
五
瓦
を
水
百
∝
に
溶
解
し
た
る
液
に
試
料
を
入
れ
て
煮
沸
し
た
る
後
、
こ
れ
を
水
洗
せ
ば
天
然
 
 

絹
赫
は
黄
色
に
染
色
せ
ら
る
ゝ
も
、
人
絹
は
無
色
の
ま
1
残
る
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

パ
ラ
ニ
！
フ
ェ
リ
ン
略
液
 
試
料
の
少
盈
を
試
験
管
に
入
れ
、
濃
硫
酸
と
畢
時
間
魔
理
し
て
こ
れ
を
溶
解
し
水
に
て
稀
繹
す
る
。
 
 

こ
の
溶
液
の
一
部
を
試
験
管
に
と
り
骨
怖
曹
達
液
で
ア
ル
カ
リ
性
に
し
、
こ
れ
に
薄
め
調
製
し
た
る
パ
ラ
ニ
ト
ラ
1
二
リ
ン
の
ヂ
ア
ヅ
 
 

溶
液
を
加
へ
る
。
然
る
時
は
人
絹
は
費
欒
し
、
天
絹
は
赤
色
に
着
色
す
る
。
こ
の
試
験
は
増
丑
せ
る
絹
淋
に
も
染
色
せ
る
繊
維
に
も
 
 

利
用
が
出
来
る
。
 
 

。
ハ
ラ
一
㌻
ト
ラ
エ
リ
ン
の
ヂ
ア
ゾ
溶
液
を
得
る
に
は
パ
ラ
ニ
ト
ラ
一
－
ワ
ン
を
濃
捜
酸
と
水
の
混
液
に
と
か
し
、
氷
を
も
つ
て
こ
れ
 
 

を
冷
却
し
っ
1
亜
柵
酸
曹
連
の
水
溶
液
を
渦
加
し
、
途
に
遊
離
亜
硝
酸
恕
沃
虔
加
里
澱
粉
紙
に
よ
り
検
出
し
得
る
に
至
ら
し
む
れ
ば
 
 

人
追
納
類
の
鑑
識
法
に
観
い
て
 
 

（
】
二
五
）
 
一
三
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可
な
り
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
＿
ヽ
 
 
 

フ
ク
シ
ン
溶
液
 
 
左
記
の
如
く
に
し
て
調
製
し
た
る
フ
ク
シ
ン
溶
液
に
試
料
履
浸
活
し
た
る
後
、
こ
れ
を
よ
く
水
洗
し
、
次
忙
 
 

棺
酸
に
よ
り
酸
性
に
せ
る
水
中
に
浸
す
。
し
か
る
と
き
天
絹
は
羊
琵
な
る
探
紅
色
に
染
ま
る
も
、
人
絹
は
殆
ん
ど
攣
化
を
う
け
な
い
 
 
 

り
ー
ペ
ん
マ
ン
氏
反
應
と
云
ふ
。
 
 
 

フ
ク
シ
ン
液
の
調
製
 
フ
ク
シ
ン
（
マ
ゼ
ン
タ
）
の
劇
瓦
を
叫
0
0
㍑
の
水
に
略
解
し
、
こ
れ
に
野
性
曹
達
液
を
滴
如
し
て
フ
 
 

ク
シ
ン
液
が
つ
ひ
に
槌
色
す
る
に
至
ら
し
む
。
次
に
之
を
描
過
し
、
よ
く
密
閉
し
て
貯
撤
す
る
。
 
 

こ
 
人
造
端
緒
相
互
の
識
別
 
 

今
日
市
場
に
ひ
ろ
く
布
衣
し
て
ゐ
る
人
造
絹
麻
は
そ
の
製
造
方
法
か
ら
見
て
、
週
秤
に
分
れ
る
。
即
ち
ダ
イ
ス
コ
ー
ズ
法
人
綿
、
 
 

酸
繊
維
素
法
人
絹
、
酸
化
銅
ア
ム
モ
三
ア
法
人
絹
及
硝
化
法
（
シ
ヤ
ル
ド
ン
、
ネ
法
）
人
絹
こ
れ
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
等
各
種
人
絹
は
そ
の
製
造
原
理
が
同
叫
の
馬
に
そ
の
形
状
の
上
に
正
確
な
差
異
は
認
め
難
く
、
叉
そ
の
構
成
成
分
の
上
か
ら
 
 

考
へ
て
も
今
日
の
朗
で
は
等
し
く
繊
維
素
及
そ
の
誘
導
餞
よ
り
な
る
が
政
に
こ
の
鮎
に
押
し
て
も
、
特
に
著
し
い
性
状
の
差
異
は
認
 
 

め
難
い
。
唯
酷
酸
繊
維
素
法
人
絹
は
薦
酸
繊
維
素
よ
り
な
り
、
硝
化
法
人
絹
は
そ
の
轟
備
中
に
硝
酸
基
の
痕
跡
を
含
有
す
る
が
故
に
 
 

こ
の
二
者
は
比
較
的
容
易
に
試
薬
試
験
に
よ
つ
て
識
別
す
る
寄
が
出
来
る
。
然
し
ヴ
木
ス
コ
ー
ズ
法
人
絹
と
酸
化
銅
ア
ム
モ
ニ
ア
法
 
 

人
紬
の
雨
着
に
至
つ
∪
は
共
に
繊
維
東
よ
り
な
り
て
成
分
上
の
著
し
い
差
異
な
く
、
そ
の
識
別
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
 
 
 

第
六
億
 
 
第
こ
硯
 
 

（
一
こ
六
）
一
四
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物
理
的
識
別
法
 
 
 

叔
撤
領
に
よ
る
識
別
 
各
節
と
も
そ
の
外
親
は
よ
く
類
似
し
、
何
等
識
別
の
夢
鮎
に
な
ら
ぬ
〔
（
本
誌
第
五
番
第
三
耽
二
三
 
 

貢
1
ト
ニ
九
賓
参
照
）
 
 
 

横
断
面
も
叉
紡
練
液
、
凝
固
浴
及
紡
鯨
方
法
等
に
よ
り
左
右
さ
れ
こ
れ
叉
確
認
と
な
る
特
性
を
蔑
見
し
得
な
い
。
ヴ
イ
ス
コ
ー
ズ
 
 

法
、
硝
化
法
及
酵
敷
地
維
素
法
に
よ
る
人
造
絹
淋
は
そ
の
横
断
面
は
叫
駁
に
某
状
、
毘
状
を
呈
し
そ
の
形
状
不
均
舛
の
場
合
多
く
、
 
 

酸
化
銅
ア
ム
≡
ア
法
に
よ
る
人
絹
（
ア
ド
ラ
ー
絹
）
は
略
固
形
を
呈
す
る
が
故
に
、
若
し
、
横
断
面
が
鼠
形
に
し
て
小
形
で
あ
れ
ぼ
 
 

大
概
ア
ド
ラ
ー
絹
と
認
め
て
宜
し
い
。
但
し
酸
浴
（
又
は
遊
離
酸
を
ふ
く
む
捜
溶
）
よ
り
紡
聯
せ
る
ゲ
イ
ス
コ
ー
ズ
絹
は
そ
の
切
飯
南
 
 

が
固
形
を
呈
す
る
が
故
に
こ
の
種
人
絹
の
存
在
如
何
を
確
め
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
ヴ
イ
ス
コ
ー
ズ
法
に
よ
る
帝
国
人
造
絹
顆
魯
敢
製
 
 

「
ダ
イ
ヤ
フ
ィ
ル
」
は
そ
の
繊
度
（
畢
壁
㌻
璧
ア
ニ
ー
ル
）
が
ア
ド
ラ
ー
絹
の
繊
度
と
類
似
し
栓
鏡
に
あ
た
り
、
略
同
一
の
大
さ
に
現
 
 

れ
る
が
、
そ
の
様
断
面
は
葉
状
を
呈
し
、
周
縁
に
鋸
歯
状
の
凸
凹
あ
る
散
に
後
者
と
容
易
に
識
別
す
る
こ
と
が
出
発
る
。
 
 
 

十
字
品
コ
抽
に
よ
為
識
別
 
偏
光
湖
碩
鏡
に
於
て
検
光
舘
土
偏
光
器
を
そ
の
偏
光
面
を
互
に
直
角
に
し
1
十
字
…
ル
 
 

ー
一
こ
の
間
に
試
料
を
挿
入
し
て
槍
鏡
す
禦
（
本
誌
第
五
森
第
二
東
聖
ハ
貢
1
幽
七
頁
参
照
）
 
 
 

こ
れ
よ
り
起
る
現
象
も
各
種
人
絹
の
明
確
な
識
別
に
は
な
ら
な
い
。
然
し
硝
化
法
人
絹
が
そ
の
比
後
屈
折
率
の
大
な
る
焉
最
も
高
 
 

い
干
渉
色
を
呈
し
、
ゲ
イ
ス
コ
ー
ズ
泣
入
絹
及
酸
化
銅
ア
ム
モ
ニ
ア
法
五
絹
こ
れ
に
次
ぎ
、
醒
酸
繊
緋
乗
法
人
絹
は
最
も
低
く
、
包
 
 

帯
不
明
瞭
で
あ
る
。
酪
酸
械
緋
素
法
人
絹
は
他
秤
人
絹
と
異
な
り
、
そ
の
光
畢
的
相
聞
餞
の
最
大
時
性
軸
の
方
向
が
繊
緋
の
長
さ
の
 
 

人
法
網
綿
の
粍
敦
盛
に
就
い
て
 
 

〓
二
七
）
一
発
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第
六
巻
 
 
第
二
兢
 
 

（
】
二
八
）
一
六
 
 
 

方
向
と
直
交
し
て
ゐ
る
。
故
忙
石
脅
板
（
十
字
ニ
コ
ル
問
で
第
一
次
赤
色
を
口
蓋
す
る
も
の
）
を
挿
入
す
れ
ば
、
繊
維
の
方
向
が
こ
の
も
 
 

の
1
光
線
振
動
の
方
向
と
…
致
す
る
と
き
減
色
 
－
 
干
渉
色
低
く
な
る
 
－
 
し
、
こ
れ
把
反
し
て
繊
維
の
長
さ
の
方
向
が
石
膏
扱
の
．
 
 

光
線
振
動
の
方
向
と
直
交
す
る
と
き
加
色
－
1
干
渉
色
高
く
な
る
1
蔓
む
示
す
。
然
し
こ
の
種
人
絹
中
に
も
こ
れ
と
戊
封
の
現
象
－
 
 

即
ち
石
膏
板
の
光
線
振
動
の
方
向
が
繊
雛
の
長
さ
の
方
向
と
血
致
す
る
と
き
加
色
⊥
、
直
交
す
る
と
き
城
色
す
る
1
を
呈
す
る
も
 
 

の
あ
り
確
謹
に
は
な
ら
ぬ
。
 
 

轄
酸
繊
維
表
法
人
絹
は
他
松
人
絹
に
比
し
て
屈
折
率
が
著
し
く
小
く
、
且
つ
繊
維
の
長
軸
の
方
向
忙
於
け
る
屈
折
率
（
∵
四
七
四
）
 
 

と
こ
れ
と
直
角
の
方
向
に
お
け
る
屈
折
率
（
∵
掴
七
九
）
と
は
殆
ん
ど
二
致
し
、
所
謂
比
後
屈
折
が
極
め
て
小
い
特
性
が
あ
る
。
（
本
誌
 
 

第
左
巻
第
二
両
統
銅
二
貝
 
－
 
四
二
頁
参
照
）
 
 
 

し
か
し
て
そ
の
平
均
屈
折
率
（
∵
週
七
七
）
は
レ
モ
ン
油
の
屈
折
率
（
∵
四
七
八
六
）
♪
殆
ん
ど
叫
致
し
て
ゐ
る
。
故
に
、
こ
の
柾
人
 
 

絹
を
レ
モ
ン
油
で
封
入
し
て
槍
鏡
す
れ
ぼ
樵
緋
蜂
殆
ん
ど
完
全
に
不
明
と
な
る
。
こ
れ
忙
反
し
て
他
種
人
絹
は
こ
の
屈
折
率
と
相
常
 
 

の
差
異
あ
る
が
故
に
何
れ
も
明
瞭
に
観
察
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
 
 
 

注
意
し
て
槍
鎖
す
れ
ぼ
グ
リ
セ
サ
ン
（
屈
折
率
一
由
七
二
九
）
封
入
の
も
と
に
於
て
も
酪
酸
純
朴
素
法
人
絹
を
識
蝕
す
る
こ
と
が
 
 

出
来
る
。
 
 
 

紫
外
線
陀
よ
る
識
別
 
 
酪
酸
繊
維
素
法
人
絹
は
紫
外
線
に
よ
り
天
絹
と
類
似
の
螢
光
を
麗
し
、
他
秤
人
絹
は
殆
ん
ど
蛍
光
 
 

な
く
衣
色
を
呈
す
る
こ
と
は
前
述
せ
る
所
で
あ
る
。
然
し
他
三
種
の
人
絹
も
更
に
注
祓
す
る
こ
と
に
よ
り
多
少
輿
な
る
性
状
を
示
す
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こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
最
近
コ
ピ
ヅ
シ
ュ
氏
は
こ
れ
▲
に
関
し
て
次
の
結
果
を
報
じ
て
ゐ
る
。
 
 
 

即
ち
ゲ
イ
ス
コ
ー
ズ
法
人
絹
は
紫
外
線
の
入
射
方
向
ぬ
よ
り
音
嫌
が
1
つ
た
黄
色
（
硫
黄
状
の
）
蛍
光
を
放
ち
、
酸
化
銅
ア
ム
モ
エ
 
 

ア
法
人
絹
は
強
く
育
－
背
紫
鱒
隈
ど
ら
れ
た
ピ
ン
ク
色
の
鋪
い
登
光
あ
り
、
柵
化
法
人
絹
は
肉
色
の
螢
光
を
賛
す
る
も
、
酪
酸
繊
維
 
 

素
法
人
絹
は
敷
く
青
紫
色
に
隈
ど
ら
れ
た
極
め
て
明
瞭
な
青
紫
色
－
紫
色
の
蛍
光
聖
不
す
と
。
 
 
 

然
し
筆
者
の
嘗
験
に
よ
れ
ば
酪
酸
繊
維
素
法
人
絹
を
除
い
て
は
他
梯
人
絹
問
に
は
識
別
の
賓
と
な
し
う
る
様
な
明
確
な
差
異
を
戟
 
 

見
す
る
事
は
国
難
で
あ
つ
た
。
 
 

化
畢
的
識
別
法
 
 
 

燃
焼
陀
よ
為
識
別
 
 
硝
化
法
、
ダ
イ
ス
コ
ー
ズ
法
、
酸
化
銅
ア
ム
モ
エ
ア
法
に
よ
る
人
絹
は
容
易
に
燃
焼
し
て
木
棉
を
焼
 
 

く
場
合
の
如
き
臭
気
を
著
し
、
少
鼠
の
次
を
の
こ
す
に
過
ぎ
な
い
が
酸
敗
繊
維
素
法
人
絹
は
熔
融
し
て
黒
色
と
な
り
冷
却
す
れ
ば
硬
 
 

化
す
る
。
こ
の
際
蟹
敬
す
る
臭
気
も
叫
榔
猫
特
で
絹
森
と
ま
が
ひ
易
い
。
酷
故
紙
排
素
法
人
絹
で
網
を
作
り
之
を
ブ
ン
ゼ
ン
燈
の
近
 
 

く
把
置
き
加
熱
す
れ
ぼ
、
砂
糖
を
熟
し
た
る
場
合
の
如
く
舐
維
は
白
色
か
ら
黄
色
、
黄
褐
色
と
順
次
欒
化
し
、
最
後
に
黒
色
の
溶
融
 
 

せ
る
薄
膜
と
な
る
と
い
ふ
。
 
 
 

燃
焼
せ
し
め
て
確
蘭
す
る
次
に
つ
い
て
賛
験
を
行
ひ
、
人
絹
の
種
類
を
制
嘉
し
う
る
場
合
が
あ
る
。
即
ち
酸
化
銅
ア
ム
モ
ニ
ア
法
 
 

人
絹
の
場
合
は
残
留
衣
中
に
少
量
で
あ
る
が
銅
を
含
有
す
る
こ
と
あ
る
故
に
こ
れ
に
つ
き
検
出
を
行
へ
ば
宜
し
い
。
但
し
こ
の
試
験
 
 

は
試
料
の
可
な
り
に
多
義
（
〓
∪
瓦
位
）
あ
る
場
合
で
な
い
と
困
難
で
あ
る
。
 
 

人
造
絹
粁
の
鑑
識
法
に
就
い
て
 
 

（
一
二
九
）
一
七
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第
六
番
 
 
第
こ
肪
 

（
一
三
〇
）
一
八
 
 
 

次
分
を
艶
故
に
溶
融
し
、
こ
れ
を
ア
ム
や
エ
ア
水
で
ア
ル
カ
リ
性
に
な
し
濾
過
す
る
。
濾
液
を
方
“
に
発
つ
め
て
贅
血
傲
溶
液
を
 
 

加
へ
る
。
然
る
時
は
フ
ェ
ロ
シ
ャ
ン
化
創
生
成
の
焉
に
ピ
ン
ク
色
を
呈
す
る
。
嚢
血
煙
の
か
は
り
に
エ
チ
ル
・
ザ
ン
ト
ゲ
ン
酸
加
盟
 
 

を
加
ふ
れ
ば
黄
色
を
呈
し
、
エ
チ
ル
・
ザ
ン
ト
ゲ
ン
酸
銅
が
生
成
す
る
。
 
 
 

エ
チ
ル
・
ザ
ン
ト
ゲ
ン
酸
加
盟
は
エ
チ
ル
・
ア
ル
コ
ー
ル
に
カ
リ
ウ
ム
を
作
用
せ
し
め
て
得
た
る
ア
ル
コ
ラ
ー
ト
を
二
硫
化
次
表
に
 
 

作
用
せ
し
む
れ
ば
容
易
忙
作
り
う
る
。
こ
の
際
の
反
感
は
次
式
で
表
さ
れ
る
。
 
 

N
n
l
士
ひ
○
〓
＋
冥
＝
N
C
ル
H
℃
K
＋
〓
′
｝
 
 

n
 lひ
 

け
 

叫
 
 

試
串
に
よ
る
識
別
 
 
人
造
絹
締
は
そ
の
製
法
如
何
に
印
せ
す
等
し
く
繊
維
素
又
は
そ
の
誘
導
膿
を
構
成
成
分
と
し
て
ゐ
る
 
 

が
故
忙
、
人
絹
と
天
錆
の
場
合
の
如
く
両
者
の
成
分
問
鱒
著
し
レ
、
差
異
が
な
い
。
こ
れ
が
残
そ
の
組
成
の
特
性
に
基
づ
く
試
薬
試
験
 
 

も
頗
る
そ
の
効
果
を
減
少
し
、
正
確
な
識
別
に
な
ら
ぬ
場
合
少
く
な
い
。
た
ゞ
酪
酸
繊
樵
素
法
人
絹
ば
他
称
人
絹
－
硫
化
法
、
酸
 
 

化
銅
ア
ム
モ
ニ
ア
法
及
ゲ
イ
ス
コ
ー
ズ
法
 
－
 
の
再
生
繊
維
素
よ
り
な
る
と
異
な
り
、
酪
酸
繊
維
素
を
構
成
成
分
と
し
て
ゐ
を
故
、
 
 

比
較
的
そ
の
識
別
が
容
易
で
あ
る
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
＿
 
 
 

ヂ
フ
ェ
⊥
エ
ア
ミ
ン
硫
酸
溶
液
∵
∴
紬
化
繊
緋
素
法
人
絹
の
確
諸
に
な
る
。
硝
化
捷
人
絹
は
脱
硫
を
行
ひ
柵
化
繊
絆
索
を
所
謂
再
 
 

生
繊
維
素
に
欒
へ
て
不
燃
性
と
し
て
ゐ
る
が
尚
C
・
〇
瓦
1
・
C
・
〓
垂
％
の
硝
酸
を
エ
ス
テ
ル
と
し
て
含
有
す
る
を
常
と
し
て
ゐ
る
。
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故
に
本
試
薬
に
よ
り
硝
酸
根
の
特
性
た
る
明
瞭
な
る
膏
藍
色
を
現
す
。
へ
 
 
 

試
薬
の
作
り
方
 
○
去
瓦
の
ヂ
フ
エ
ル
ア
ミ
ン
新
二
〇
〇
∝
の
純
濃
硫
酸
に
溶
解
し
、
こ
れ
を
二
〇
“
の
水
で
穣
繹
す
る
。
 
 

ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
 

沃
慶
と
硫
酸
に
よ
る
反
應
 
 
 

甲
液
、
グ
リ
セ
リ
ン
硫
酸
溶
液
（
グ
リ
セ
リ
ン
一
〇
∽
、
水
五
“
、
濃
硫
酸
一
五
∝
を
混
じ
て
作
る
）
 
 
 

乙
液
、
沃
寧
沃
虔
加
里
溶
液
（
沃
慶
加
里
○
圭
瓦
を
水
三
・
〇
∝
に
浴
し
、
こ
れ
に
沃
度
の
過
剰
を
溶
解
す
る
）
 
 

訊
料
を
初
め
乙
液
に
浸
漬
し
、
次
に
甲
液
ぬ
て
虞
埋
す
れ
ば
各
棟
人
造
細
赫
は
友
の
如
き
墨
色
反
應
を
示
す
。
 
 
 

硝
化
法
人
綿
1
紫
蘭
色
 
酸
化
銅
ア
ム
菅
ニ
ア
法
人
絹
1
純
音
色
 
 

ヴ
イ
ス
コ
ー
ズ
法
人
絹
さ
ー
純
青
色
 
酪
酸
繊
維
素
法
人
絹
 
－
 
黄
色
 
 
 

故
に
ヴ
イ
ス
コ
ー
ズ
法
人
絹
と
酸
化
銅
ア
ム
モ
ニ
ア
法
人
絹
は
本
法
に
よ
つ
て
識
別
不
能
で
あ
る
が
次
に
濃
硫
酸
試
験
で
両
者
の
 
 

鑑
別
が
出
来
る
。
 
 

＿
▼
ヽ
＿
ヽ
 
 
 

猥
硫
酸
試
験
（
W
ニ
s
O
コ
｝
s
↓
e
s
［
）
 
供
試
料
〇
・
二
瓦
を
と
り
、
こ
れ
を
よ
く
乾
煉
せ
る
三
角
フ
ラ
ス
コ
中
に
入
れ
、
純
濃
硫
酸
（
剛
 
 

六
八
Ⅲ
）
一
〇
∝
を
加
へ
て
静
か
に
振
没
し
試
料
が
よ
く
液
に
投
資
す
る
様
に
す
る
。
然
る
と
き
酸
化
銅
ア
ム
モ
三
ア
法
人
絹
は
直
に
 
 

黄
色
と
な
り
、
四
〇
1
云
○
分
後
に
は
黄
褐
色
に
欒
す
る
。
こ
れ
に
反
し
て
ヴ
イ
ス
コ
ー
ズ
法
人
絹
は
初
め
赤
褐
色
と
な
り
、
四
〇
 
 

1
六
〇
分
後
に
は
黒
褐
色
に
欒
じ
て
雨
着
の
識
別
が
可
能
で
あ
る
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
’
＿
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

シ
ュ
ワ
ル
べ
氏
の
方
払
 
試
料
の
約
〇
・
こ
瓦
を
約
二
〇
∝
の
フ
エ
ー
リ
ン
グ
溶
液
に
浸
漬
し
、
こ
れ
を
水
浴
で
約
山
○
分
間
加
 
 

人
造
細
線
の
鑑
識
法
に
説
い
て
 
 

（
一
三
】
）
 
山
九
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〓
三
こ
）
 
二
〇
 
 
 

苅
六
巻
 
 
第
 
二
航
 
 

過
す
る
。
＝
然
る
の
ち
水
を
加
へ
て
稀
鐸
す
る
に
硝
化
法
人
迫
絹
麻
布
在
せ
ば
液
は
線
色
を
嘉
し
、
繊
維
に
は
明
瞭
怒
る
黄
色
1
赤
色
 
 

の
酸
化
第
十
銅
の
沈
積
を
見
る
。
こ
れ
に
反
し
酸
化
銅
ラ
ム
モ
エ
ア
法
人
絹
、
ヴ
イ
ス
コ
ー
ズ
法
人
絹
の
場
合
は
液
は
純
音
色
に
止
 
 
 

ま
る
〇
 
 
 

次
に
こ
の
両
人
絹
を
識
別
せ
ん
に
は
、
之
を
鞄
化
鱒
鉛
溶
液
に
短
時
間
浸
し
た
る
後
試
薬
の
過
剰
豪
除
き
、
更
に
水
を
加
へ
て
傾
 
 

潟
法
に
よ
り
水
洗
し
、
傾
渇
水
が
遽
に
淡
黄
色
1
餌
色
に
な
る
ま
で
之
を
繰
返
す
。
然
る
時
は
酸
化
銅
ア
ム
モ
三
ア
法
人
絹
は
着
色
 
 

し
な
い
が
或
は
若
色
す
る
も
暫
時
に
し
て
無
色
に
な
る
に
反
し
、
ゲ
イ
ス
コ
ー
ズ
法
人
絹
は
青
鴇
色
を
呈
し
て
槌
色
せ
ず
、
由
つ
て
 
 
 

帝
人
絹
の
識
別
が
可
能
で
あ
る
。
 
 

フ
エ
ー
リ
ン
グ
溶
液
の
作
り
方
 
 
左
の
魔
法
で
甲
、
乙
、
両
液
を
つ
く
り
、
各
々
別
々
の
瓶
に
入
れ
て
畜
へ
、
使
用
に
際
し
 
 
 

て
両
者
の
等
量
を
混
じ
て
調
製
す
る
。
 
 

甲
液
～
結
晶
硫
酸
銅
≡
甲
六
川
瓦
を
水
五
〇
〇
“
鱒
溶
解
す
る
。
 
 

乙
液
 
－
 
P
ツ
セ
ル
膵
二
七
三
瓦
と
苛
性
瞥
達
五
二
瓦
を
水
五
〇
〇
C
C
に
溶
解
す
る
。
 
 

＿
’
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

ア
ム
′
警
手
性
硝
酸
銀
浴
液
 
硝
酸
鉄
路
液
に
ア
ム
モ
ニ
7
水
を
滴
下
し
、
初
め
生
成
し
た
る
黒
褐
色
の
沈
澱
が
再
び
溶
解
し
 
 

去
る
に
至
ら
し
む
汚
こ
の
溶
液
に
供
試
料
を
浸
潰
し
煮
沸
す
れ
ば
ヴ
イ
ス
コ
ー
ズ
法
人
絹
及
硝
化
綾
人
絹
は
褐
色
を
呈
し
、
酸
化
銅
 
 

ア
ム
モ
ー
手
法
人
絹
及
轄
酸
繊
維
素
法
人
絹
は
無
色
の
ま
1
残
る
。
暫
時
煮
沸
し
た
る
後
こ
れ
を
取
り
出
し
、
よ
く
水
洗
す
れ
ば
前
 
 

二
者
は
黒
視
色
に
染
色
し
、
後
二
者
は
淡
苛
褐
色
を
呈
し
明
瞭
な
る
識
即
が
つ
く
。
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更
に
酸
化
銅
ア
ム
モ
一
手
法
人
絹
と
酷
酸
繊
維
素
法
人
絹
は
後
述
諸
法
に
よ
り
、
ゲ
イ
ス
コ
ー
ズ
法
人
絹
と
硝
化
法
人
絹
と
甜
化
 
 

抹
人
絹
と
は
前
述
の
ヂ
フ
エ
一
元
ア
ミ
ン
、
硫
酸
戊
應
に
よ
り
各
種
人
絹
の
明
瞭
な
識
別
が
出
来
る
。
 
 
 

叉
ア
ム
や
エ
ア
性
硝
酸
銀
溶
液
の
替
り
に
柵
酸
銭
仙
〆
、
チ
オ
硫
酸
曹
蓬
四
郎
、
苛
性
嘗
達
柑
％
を
合
南
す
る
溶
液
の
煮
沸
液
に
 
 

一
分
間
浸
漬
す
れ
ば
ゲ
イ
ス
コ
ー
ズ
法
人
絹
と
酸
化
銅
ア
ム
モ
エ
ア
法
人
絹
の
識
別
が
可
能
で
あ
る
（
字
O
d
e
小
s
l
e
s
t
）
。
如
ち
酸
化
銅
 
 

ア
ム
モ
ニ
ア
泣
入
綿
は
之
に
よ
り
何
等
染
色
さ
れ
な
い
が
、
ヴ
イ
ス
コ
ー
ズ
法
人
綿
は
褐
色
－
赤
褐
色
に
呈
色
す
る
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

ル
テ
一
石
ム
・
レ
ッ
ド
の
水
溶
液
 
本
溶
液
元
供
試
料
を
浸
潰
す
れ
ば
棉
化
人
絹
は
赤
色
に
染
ま
り
、
之
を
放
題
す
れ
ば
紫
色
 
 

に
欒
す
る
も
、
ゲ
イ
ス
コ
ー
ズ
汝
人
絹
汰
ピ
ン
ク
色
を
草
し
、
長
く
放
置
す
れ
ば
ピ
ン
ク
色
の
明
度
を
ま
す
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
忙
 
 

反
し
て
酸
化
銅
ア
ム
壱
ニ
ア
法
人
絹
は
染
色
せ
す
に
喋
る
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
＿
ヽ
ヽ
ヽ
▼
t
’
’
 
 
 

ナ
フ
チ
ル
ア
ミ
ン
・
ブ
ラ
ッ
ク
娼
（
n
a
s
e
ニ
a
小
s
↓
e
s
t
）
 
供
試
料
を
本
溶
液
に
浸
し
て
加
減
す
れ
ば
酸
化
銅
ア
ム
モ
ニ
了
法
人
絹
は
 
 

曙
青
色
に
染
ま
り
、
ヴ
イ
ス
 

ヽ
▼
ヽ
ヽ
ヽ
▼
ヽ
ヽ
 
 

沃
軍
縮
花
亜
鉛
嘩
牧
 
前
述
せ
る
如
く
、
ゲ
イ
ス
コ
ー
ズ
法
、
酸
化
銅
ア
ム
キ
エ
フ
法
及
硝
化
法
人
絹
は
赤
紫
色
に
染
色
し
 
 

酪
酸
繊
維
素
法
人
絹
は
黄
色
に
染
ま
る
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
t
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

ク
ニ
酸
の
牛
飽
和
溶
液
 
本
試
薬
に
浸
漬
し
沈
む
れ
ば
、
天
然
絹
麻
並
に
ゲ
イ
ス
コ
ー
ズ
法
、
酸
化
銅
ア
ム
モ
ー
ア
法
及
柵
 
 

北
淡
に
よ
る
人
絹
は
直
に
溶
解
し
去
る
も
、
酷
酸
繊
維
素
法
人
絹
は
罫
に
膨
脹
す
る
の
み
で
溶
解
し
な
い
。
 
 

本
試
薬
は
雷
ク
ロ
ム
酸
加
盟
に
過
剰
の
硫
酸
を
混
じ
て
生
成
す
る
ク
…
酸
の
結
晶
を
分
恋
し
、
之
を
水
に
浴
し
て
飽
和
溶
液
を
 
 

●  

人
造
絹
綿
の
鑑
簿
法
に
就
い
て
 
 

（
一
三
三
）
 
二
一
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作
り
、
こ
れ
に
同
恩
の
水
を
混
じ
て
調
製
す
る
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

酸
化
銅
ア
ム
モ
土
ア
溶
液
 
新
鮮
な
る
本
試
薬
に
て
人
造
絹
練
を
庭
瑚
す
れ
ば
酢
酸
繊
維
素
法
人
絹
を
除
く
他
種
人
絹
は
著
し
 
 

く
膨
脹
し
て
途
ひ
忙
溶
解
す
る
。
こ
れ
に
反
し
て
槻
酸
繊
維
素
法
人
絹
は
箪
に
膨
脹
す
る
の
み
で
溶
解
L
な
い
、
。
 
 
 

酸
化
銅
ア
ム
モ
チ
ア
縛
紋
の
調
製
法
 
本
試
薬
は
劇
名
そ
の
軍
見
者
の
名
に
つ
な
い
ん
で
シ
ュ
ワ
イ
ツ
エ
ル
氏
訊
薬
と
も
云
 
 

ふ
。
調
製
法
は
繍
々
報
告
さ
れ
て
ゐ
る
が
筆
者
は
ク
ロ
ス
及
ビ
バ
ン
氏
の
方
法
に
多
少
の
改
良
を
ほ
ど
こ
し
た
次
の
方
法
を
採
用
し
 
 

て
ゐ
る
。
 
 
 

硫
酸
銅
の
二
郎
溶
液
を
つ
く
り
、
こ
れ
に
少
蚤
の
グ
リ
セ
リ
ン
を
混
じ
て
稀
苛
性
常
連
液
の
や
ゝ
過
剰
を
却
へ
て
生
成
沈
澱
（
淡
叔
 
 

色
を
呈
す
）
を
水
流
ポ
ン
プ
で
濾
過
ト
、
充
分
水
洗
（
少
最
の
グ
リ
セ
ヴ
ン
を
含
む
水
）
し
、
沈
滞
水
の
ア
ル
カ
リ
性
を
呈
し
な
い
迄
 
 

に
至
ら
し
む
。
次
に
沈
澱
を
仙
○
％
の
グ
リ
セ
リ
ン
水
溶
液
を
含
む
色
付
瓶
中
に
混
入
し
ょ
く
口
を
閉
ぢ
て
曙
夙
に
貯
蔵
す
る
。
使
 
 

用
せ
ん
と
す
る
時
は
沈
澱
を
濾
過
し
、
水
洗
し
て
グ
リ
セ
リ
ン
分
を
除
去
し
、
充
分
水
分
を
去
っ
て
後
濃
ア
ム
モ
ニ
ア
水
（
二
〇
〆
）
 
 

の
出
来
る
だ
け
少
温
に
溶
解
す
る
。
し
か
る
筏
こ
の
ア
ム
モ
ニ
ア
掩
胱
を
軽
く
加
温
し
て
沸
騰
に
至
ら
し
め
、
放
置
し
て
生
ゃ
る
上
 
 

澤
液
を
と
る
。
 
 
 

水
酸
化
銅
の
製
造
と
同
時
に
本
試
薬
を
作
ら
ん
と
す
る
と
き
は
グ
リ
セ
ヴ
ン
水
溶
液
虚
脱
入
す
る
こ
と
な
く
直
に
水
洗
し
て
ア
ム
 
 

竿
ニ
γ
水
に
溶
解
す
れ
ぼ
≠
し
い
。
 
 
 

＊
法
は
か
な
り
手
数
は
か
1
る
が
長
偶
に
屠
っ
て
本
試
薬
を
調
教
し
う
る
佃
あ
り
、
且
っ
調
製
せ
る
訊
肇
の
反
應
力
が
極
め
て
狽
 
 
 

弟
六
食
 
 
草
二
班
 
 

〓
三
四
）
 
こ
こ
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い
▲
い
 
 

・
本
訴
礫
は
叉
銅
片
を
二
〇
％
ア
ム
モ
ニ
ア
水
に
安
濃
し
、
生
成
青
藍
液
が
棉
繊
維
を
溶
解
す
る
ま
せ
に
至
ら
し
軋
（
比
護
約
∵
〇
 
 

〇
四
位
）
て
調
製
さ
れ
る
。
（
こ
の
際
客
気
を
液
中
に
造
れ
ば
】
履
効
果
が
大
で
あ
る
）
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

氷
耐
酸
 
配
酸
繊
維
素
法
人
綿
は
本
試
＊
の
冷
液
に
も
容
易
に
溶
解
す
る
が
通
解
人
絹
は
冷
、
濾
何
れ
の
場
合
も
不
溶
で
あ
ろ
 
 

、
▼
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

ア
セ
ト
ン
 
供
試
料
を
フ
ラ
ス
コ
中
に
入
れ
て
ア
セ
ト
ン
を
加
へ
、
水
溶
で
徐
々
に
加
賭
す
る
。
（
フ
ラ
ス
コ
に
は
逆
流
冷
却
器
 
 

を
ふ
す
）
然
る
と
き
供
試
料
が
溶
解
す
る
な
ら
ば
酪
酸
鰍
緋
素
法
人
鋪
で
あ
る
。
更
に
確
誇
を
行
ふ
焉
に
は
次
の
賓
験
を
な
す
。
 
 

ヽ
＿
ヽ
ヽ
＿
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

濃
硫
酸
と
エ
チ
ル
・
ア
ル
コ
ー
ル
 
供
試
料
を
と
り
こ
れ
に
少
畳
の
濃
硫
酸
（
錮
％
）
を
加
へ
て
溶
解
せ
し
め
、
次
に
こ
の
溶
液
 
 

及
煮
沸
す
る
。
然
る
と
き
は
、
若
し
供
試
料
が
酪
酸
絨
緋
素
法
人
純
な
る
と
き
は
、
酪
酸
の
特
臭
を
牽
す
る
。
更
に
之
を
確
話
す
る
 
 

焉
に
は
、
こ
れ
忙
耳
チ
ル
・
ア
ル
コ
ー
ル
の
少
簸
を
加
へ
て
少
し
く
加
通
す
れ
ば
館
酸
エ
チ
ル
・
エ
ス
テ
ル
（
〔
＝
レ
n
O
持
C
き
）
の
芳
香
 
 

を
放
ち
て
直
に
検
出
す
る
啓
が
出
来
る
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
＿
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

摘
花
第
二
鋳
溶
液
 
こ
れ
も
前
嘗
験
と
同
様
酪
酸
繊
維
素
法
人
糾
の
碓
詮
に
な
る
。
即
ち
供
試
料
を
浪
苛
性
加
畢
液
（
或
は
酒
 
 

精
・
苛
性
加
撃
滅
で
も
可
）
で
煮
沸
し
て
そ
の
溶
液
を
分
離
し
、
水
で
稀
絆
し
て
濾
過
す
る
。
（
酒
精
・
苛
性
加
畢
牧
を
使
用
せ
る
場
合
 
 

は
洒
精
を
水
浴
で
蒸
壊
せ
し
め
、
竣
障
を
水
で
抽
出
し
こ
れ
を
濾
過
し
て
濾
液
を
と
る
）
濾
液
は
稀
硫
酸
盈
加
へ
て
酸
性
な
ら
し
め
て
 
 

蒸
溜
す
る
。
次
に
こ
の
蒸
滑
液
を
正
確
に
中
性
に
し
て
こ
れ
に
蟹
化
第
二
飼
の
中
性
溶
液
を
滴
下
す
る
。
し
か
る
と
き
は
供
試
料
が
配
 
 

慨
繊
維
素
な
る
と
き
軽
視
は
赤
色
を
呈
し
て
酪
酸
第
二
餓
を
錬
成
し
、
之
を
煮
沸
す
れ
ば
鰯
基
性
酪
酸
第
二
餓
の
沈
澱
を
飽
す
る
。
 
 

人
造
絹
綿
の
結
識
法
に
就
い
て
 
 

（
】
三
五
）
 
二
三
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（
一
三
六
）
 
二
四
 
 
 

第
六
番
 
∴
第
二
ノ
拡
 
 

こ
の
反
應
を
簡
畢
に
化
挙
式
で
表
せ
ば
次
の
様
に
な
る
。
苛
性
加
漫
と
煮
沸
す
る
こ
と
に
よ
り
配
酸
繊
維
素
は
鹸
化
し
て
酪
酸
む
 
 

遊
離
す
る
。
こ
れ
が
墜
化
第
二
縛
溶
液
に
よ
り
館
酸
第
二
餓
（
中
性
溶
液
か
ら
）
を
生
成
す
る
。
 
 

U
n
〓
ぴ
C
O
持
K
十
F
e
C
㌻
＝
F
e
（
〔
エ
¢
〔
○
こ
∽
＋
u
K
〔
－
 
 
 

次
に
之
を
煮
沸
す
れ
ば
 
 

F
e
（
C
エ
い
〔
○
こ
∽
＋
N
エ
は
○
＝
F
e
（
○
〓
）
ほ
〔
エ
“
n
O
沌
＋
N
n
〓
ぴ
〔
○
ほ
〓
 
 

の
如
く
反
厳
し
て
艶
基
性
酪
酸
第
二
餓
を
生
成
し
、
こ
れ
が
赤
褐
色
を
呈
し
沈
澱
す
る
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

ア
セ
ク
マ
イ
ド
試
験
（
∩
一
a
y
t
O
コ
㌦
↓
e
s
t
）
 
 
硬
硝
子
管
の
中
央
を
熱
し
て
引
き
の
ぼ
し
、
こ
の
申
に
少
麓
の
ア
ム
モ
ニ
ア
と
試
料
 
 

を
入
れ
硝
子
管
の
引
き
延
し
た
部
分
を
閉
じ
る
。
然
る
後
管
を
抽
浴
中
に
入
れ
梯
氏
仙
二
〇
慶
1
両
四
C
度
に
至
ら
し
め
約
一
時
間
 
 

加
熱
す
る
。
次
に
管
を
と
り
出
し
冷
却
す
る
を
待
ち
て
開
口
す
れ
ば
試
料
が
薦
酸
絨
総
菜
法
人
絹
の
際
は
ア
セ
ク
マ
イ
ド
の
特
臭
を
 
 

放
出
す
る
。
 
 

ヽ
▼
ヽ
ヽ
ヽ
＿
ヽ
ヽ
▼
▼
 
 
 

メ
チ
レ
ン
・
ブ
リ
ウ
水
溶
液
 
耐
酸
繊
絆
素
法
人
絹
に
そ
の
製
法
の
差
異
に
よ
り
ラ
ス
ト
ロ
ン
と
セ
ラ
ニ
ー
ズ
 

こ
の
雨
着
を
識
別
す
る
に
は
本
染
料
液
が
有
効
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
酷
酸
を
滴
加
し
て
弱
酸
性
に
し
た
メ
チ
レ
ン
・
ブ
 
 

ル
ウ
の
溶
液
の
一
〇
“
1
血
五
∝
中
に
供
試
料
を
浸
漬
し
て
染
色
し
た
る
後
こ
れ
を
よ
く
水
洗
し
て
乾
燥
す
る
。
し
か
る
時
埠
フ
ス
 
 

ト
ロ
ン
は
濃
青
色
を
呈
す
る
が
セ
ラ
ニ
ー
ズ
は
淡
青
色
と
な
り
、
雨
着
は
簡
常
に
識
別
さ
れ
る
と
云
ふ
。
こ
れ
は
ラ
ス
ト
ロ
ン
が
セ
 
 

ラ
ニ
ー
ズ
に
比
し
メ
チ
レ
ン
・
ブ
リ
ウ
に
倒
す
る
親
和
力
の
大
な
る
こ
と
に
鐸
因
し
、
開
署
の
染
料
に
封
す
る
親
和
力
の
穿
典
を
利
 
 

用
し
た
賛
験
で
あ
る
カ
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